
遊学館ブックス最新刊発売！

平成29年２月発行

/y /

　遊学館ブックスの最新刊PRでラジオ局に
伺ったとき、当たり前ですがラジオでは見えな
いのでリスナーに伝わるよう具体的に話すこと
を教わりました。普段使っている言葉や会話を
見直して、人に伝える意識を持ちたいですね。
今年度も広報紙を読んでいただきありがとうご
ざいました。ひとつでも読者の方の心に残る記
事に出会っていただければ幸いです。（Ｙ）

時をつむぐ若者たち
～ともに創る山形の未来～

　平成27年度「山形学」フォーラム・講座の記録
集。過去の山形の若者の歴史的活動を振り返る
とともに、現在県内外で活躍している若者たち
から熱いメッセージを贈ります。「常識を疑って
みる」「多様性を認め合う」など、若者とともに山
形の未来を創るためのヒントやさまざまな価値
観にふれられる一冊です。

お買い求めは
八文字屋・戸田書店（山形店・
三川店）・宮脇書店（天童店・
清水屋店）・山形大学生活協同
組合・おいしい山形プラザ（東
京都）・Amazon
または山形県生涯学習セン
ター（遊学館３階）、文翔館、洗
心庵まで

抹茶のもてなし
写真コンテスト入賞作品展示期間中に行います。作
品を鑑賞しながら、抹茶を楽しんでいただけます。
とき：３月26日（日）  場所：洗心庵多目的ホール
菓子代：200円　先着35名様

洗心庵写真コンテスト入賞作品展示
表彰式にあわせて作品を展示します。たくさんの応募作品の中から今年度の入
賞作品19作品（一般の部13点、高校生の部６点）が決定しました。どの作品も洗心
庵の美しい瞬間を切り取った秀作ばかりです。是非この機会にご覧ください。

とき：平成29年３月18日（土）～４月４日（火）　場所：洗心庵　多目的ホール
　　　※３月19日、20日、27日、４月３日は休館日
時間：９時から17時まで
　　　※３月18日は表彰式のため13時から、４月４日は15時まで
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ホームページやパンフレットで紹介されていない
遊学館内の美術品をご紹介します。

庄内の人（遊学館３階）美術工芸品紹介③

菊地友一（1912-1993）
大江町左沢生まれ。
絵のモデルは昭和初期のはんこ
たんなを被った農婦で、一人を違
う格好で描いた作品。丸い月のよ
うなものは作者の絵の特徴で、４
枚の屏風状になっています。

き  くちとも いち

（  月末）
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さんかわらぶ
建物は明治34年建築の旧山形師範学校本館
で、明治後期ルネッサンス様式の木造桟瓦葺き
二階建てである。昭和48年に国の重要文化財
に指定され、昭和55年に教育資料館として開
館した。江戸時代から現代に至るまで、山形県
の教育に関するあゆみを知ることができる展
示となっている。山形師範学校は、明治新政府
が県立師範学校の設置を奨励したため、明治
１１年に初代県令三島通庸が創設したもの。明
治大正昭和にわたり多くの教育者を育成した。
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山形県立博物館教育資料館
歴史文化ゾーンを巡る③



原
：
社
会
教
育
主
事
の
職
務
は
、
社
会
教
育

法
第
九
条
の
三
に
「
社
会
教
育
を
行
う
者
に

専
門
的
技
術
的
な
助
言
と
指
導
を
与
え
る
。」

と
あ
り
ま
す
。
平
成
20
年
の
法
改
正
で
学
校

の
求
め
に
応
じ
て
必
要
な
助
言
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
項
も
加
わ
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
学
校
と
地
域
の
連
携
協
働
を
背
景
に
、

社
会
教
育
と
し
て
も
学
校
に
目
を
む
け
る
流

れ
が
あ
る
た
め
で
す
。
一
方
で
、
同
法
で
は
公

民
館
主
事
の
職
務
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
示
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
か
ら
、
社
会
教
育
調
査
に
よ
る
と
、

全
国
の
社
会
教
育
主
事
の
配
置
数
は
、
平
成

２
年
頃
が
ピ
ー
ク
で
約
７
千
人
で
す
が
平
成

27
年
に
は
２
千
人
を
わ
ず
か
に
超
え
る
よ
う

な
状
況
で
、
３
分
の
１
に
減
っ
て
い
ま
す
。
派

遣
社
会
教
育
主
事
の
国
庫
負
担
制
度
廃
止
や

市
町
村
合
併
ほ
か
様
々
な
理
由
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
社
会
教
育
主
事
に
対
す
る
各
自

治
体
の
位
置
づ
け
や
期
待
が
下
が
っ
て
き
て
い

る
こ
と
も
想
像
さ
れ
ま
す
。
公
民
館
数
も
、

ピ
ー
ク
時
に
は
約
１
万
８
千
館
以
上
で
し
た

が
、
平
成
27
年
に
は
１
万
４
千
館
を
切
り
ま

し
た
。
公
民
館
の
職
員
数
も
、
ピ
ー
ク
時
に

は
５
万
５
千
人
近
く
（
半
数
が
非
常
勤
職
員

等
）
で
し
た
が
、
平
成
27
年
に
は
４
万
５
千

人
を
切
って
（
６
割
以
上
が
非
常
勤
職
員
等
・

３
割
が
公
民
館
主
事
）
い
る
よ
う
で
す
。
こ

う
い
っ
た
全
国
的
な
状
況
で
す
が
、
実
情
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
？

道
上
：
寒
河
江
市
で
は
、
現
在
は
社
会
教
育

主
事
は
１
名
で
す
が
、
３
年
前
は
３
名
、
昨

年
は
２
名
で
し
た
。
定
期
的
に
主
事
講
習
は

受
講
し
て
お
り
、
偶
然
減
っ
た
と
い
う
こ
と
か

と
思
い
ま
す
。市
内
の
４
つ
の
地
区
公
民
館
は
、

そ
れ
ぞ
れ
行
政
職
員
１
名
〜
３
名
と
非
常
勤

館
長
が
勤
務
す
る
体
制
で
、
今
は
社
会
教
育

主
事
有
資
格
者
は
お
り
ま
せ
ん
。
私
の
東
部

地
区
公
民
館
は
館
長
１
名
職
員
３
名
で
す

が
、
配
属
当
時
ほ
か
の
職
員
２
名
が
社
会
教

育
主
事
有
資
格
者
で
し
た
の
で
、
先
輩
方
に

事
業
運
営
上
の
い
ろ
い
ろ
な
視
点
や
工
夫
を
学

ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

峰
田
：
山
辺
町
で
は
、
以
前
は
社
会
教
育
主

事
も
派
遣
社
会
教
育
主
事
も
い
て
事
業
も
充

実
し
て
い
ま
し
た
。
主
事
講
習
も
社
会
教
育

担
当
者
が
代
わ
っ
た
際
に
受
講
で
き
て
い
ま
し

た
。
派
遣
社
会
教
育
主
事
は
学
校
の
先
生
で

す
か
ら
、
学
校
と一緒
に
事
業
を
進
め
る
時
に

も
非
常
に
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。
現
在

は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
に
私
と
学
校
関
係

担
当
の
計
２
名
の
社
会
教
育
主
事
が
い
ま
す

が
、
講
習
受
講
も
町
の
財
政
面
や
職
員
体
制

的
に
厳
し
く
て
出
せ
ま
せ
ん
。
現
場
は
地
域

の
課
題
か
ら
何
か
ら
た
く
さ
ん
抱
え
て
何
で

も
屋
の
よ
う
な
状
況
で
、
余
裕
も
な
く
と
に

か
く
ぎ
り
ぎ
り
で
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

公
民
館
も
、町
直
轄
の
公
民
館
に
は
町
職
員
、

分
館
に
は
臨
時
職
員
が
入
り
、
一
部
の
館
は

公
民
館
運
営
協
議
会
へ
の
委
託
で
協
議
会
へ

事
務
長
を
お
願
い
す
る
よ
う
な
状
況
に
変

わ
って
き
て
い
ま
す
。

原
：
寒
河
江
市
で
は
、
偶
然
減
っ
た
面
も
あ

る
よ
う
で
す
が
社
会
教
育
主
事
の
育
成
や
配

置
が
前
提
に
な
って
い
る
。
山
辺
町
で
は
育
成
・

養
成
す
る
余
裕
が
な
い
中
で
も
な
ん
と
か
維

持
し
て
い
る
。
学
校
関
係
担
当
に
１
名
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
学
校
と
社
会
教
育
の
連
携
に

期
待
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
方
で
年

度
内
に
も
学
校
教
育
法
施
行
規
則
が
改
正
さ

れ
、
学
校
に
も
地
域
連
携
担
当
教
職
員
（
仮

称
）
が
義
務
付
け
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
学
校

に
も
地
域
に
目
を
向
け
る
教
員
が
役
職
と
し

て
で
き
る
こ
と
で
、
社
会
教
育
と
学
校
教
育

が
繋
が
る
体
制
を
整
え
よ
う
と
し
て
い
る
ん
で

す
ね
。

原
：「
生
涯
学
習
施
策
に
関
す
る
調
査
研
究
」

（
平
成
22
年
度
文
部
科
学
省
委
託
事
業
）
と

い
う
調
査
研
究
で
、
社
会
教
育
主
事
や
公
民

館
主
事
が
考
え
る
職
務
の
重
要
度
、
そ
れ
ぞ

れ
に
対
す
る
教
育
委
員
会
の
期
待
等
を
ま
と

め
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

社
会
教
育
主
事
に
教
育
委
員
会
が
期
待
す
る

職
務
は
「
地
域
の
社
会
教
育
計
画
を
立
案
す

る
」
や
「
学
習
計
画
や
学
習
内
容
を
立
案
・

編
成
す
る
」
が
高
い一
方
で
、
社
会
教
育
主

事
が
考
え
る
重
要
度
は
「
地
域
の
学
習
課
題

や
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
」「
学
校
教
育
と
社
会

教
育
の
連
携
を
推
進
す
る
」「
地
域
の
教
育

資
源
や
人
材
の
把
握
を
行
う
」
で
、
計
画
立

案
に
あ
ま
り
重
要
度
を
感
じ
て
い
な
い
よ
う
で

す
。
社
会
教
育
法
第
一
七
条
で
は
社
会
教
育

委
員
が
社
会
教
育
計
画
を
立
案
す
る
と
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
あ
た
り
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う

か
。

峰
田
：
山
辺
町
で
は
、
き
ち
ん
と
し
た
社
会

教
育
計
画
と
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
社
会

教
育
委
員
の
意
見
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
年
度

毎
に
計
画
目
標
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
教
育

委
員
会
と
し
て
は
、
計
画
立
案
を
求
め
る
ん

で
し
ょ
う
が
、
現
場
で
は
、
世
の
中
の
激
し
い

動
き
の
中
で
町
民
の
ニ
ー
ズ
把
握
が
必
要
で
す

し
、
人
材
を
把
握
し
て
繋
げ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
的
な
役
割
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

原
：
そ
う
で
す
ね
、
本
来
な
ら
計
画
が
あ
っ

て
連
携
を
推
進
す
る
、
人
材
を
把
握
す
る
ん

で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
現
実
的
に
は
社
会
教
育

主
事
は
職
務
が
多
岐
で
大
変
な
役
職
で
す
よ

ね
。
さ
ら
に
公
民
館
だ
け
で
な
く
図
書
館
・

博
物
館
も
含
め
て
社
会
教
育
施
設
な
の
で
、

社
会
教
育
主
事
は
個
々
の
細
部
は
別
と
し
て

全
体
を
見
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
公
民
館
な

ら
主
事
に
、
図
書
館
な
ら
司
書
に
、
博
物
館

な
ら
学
芸
員
に
指
導
助
言
で
き
る
の
が
社
会

教
育
主
事
で
、
新
た
に
学
校
に
も
目
を
向
け

る
必
要
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
実
際
は

と
に
か
く
事
業
を
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
教
育
主
事
は
、

そ
う
いっ
た
こ
と
が
で
き
る
時
間
、
環
境
を
つ

く
る
、
そ
う
いっ
た
力
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
矛
盾
す
る
よ
う
で
す
が
、
幅

広
さ
と
専
門
性
と
が
社
会
教
育
主
事
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
考
え
る

と
、
先
ほ
ど
教
育
委
員
会
が
社
会
教
育
主
事

に
社
会
教
育
計
画
の
立
案
を
期
待
す
る
こ
と

は
あ
な
が
ち
間
違
っ
て
は
い
な
い
、
こ
れ
を
や

れ
る
の
は
社
会
教
育
主
事
し
か
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

　
次
に
、
公
民
館
主
事
に
教
育
委
員
会
が
期

待
す
る
職
務
は
「
地
域
の
学
習
課
題
や
ニ
ー

ズ
を
把
握
す
る
」「
学
習
計
画
や
学
習
内
容

を
立
案
・
編
成
す
る
」。
一
方
で
、
公
民
館
主

事
が
考
え
る
重
要
度
は
「
地
域
の
学
習
課
題

や
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
」「
社
会
教
育
施
設
を

運
営
す
る
」「
地
域
の
教
育
資
源
や
人
材
の

把
握
を
行
う
」で
す
。施
設
運
営
が
高
い
の
は
、

や
は
り
館
長
プ
ラ
ス
公
民
館
主
事
１
名
と
いっ

た
環
境
が
あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
ね
。

道
上
：
公
民
館
主
事
も
社
会
教
育
主
事
も
、

ニ
ー
ズ
把
握
や
人
材
把
握
等
が
重
要
度
と
し
て

高
い
で
す
が
、
そ
こ
は
や
は
り
役
割
と
し
て
も

か
ぶ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
公
民
館
で
は
講
座

等
の
事
業
が
メ
イ
ン
で
す
が
、
社
会
教
育
主

事
的
な
視
点
や
関
心
、
協
働
等
の
意
識
が
必

要
で
す
。
以
前
は
、
婦
人
会
や
青
年
団
等
の

団
体
活
動
も
活
発
で
自
主
性
を
も
って
い
ま
し

た
が
、
最
近
は
団
体
が
ど
ん
ど
ん
少
な
く
な
っ

て
い
ま
し
て
、
今
あ
る
団
体
も
支
え
な
い
と
存

続
が
厳
し
い
状
況
で
す
。
で
も
、
そ
こ
で
手
を

切
る
と
地
域
の
基
盤
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の

か
な
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
い
か
に
公
民

館
に
来
て
い
た
だ
く
か
、
来
て
い
た
だ
い
た
人

た
ち
を
い
か
に
結
び
つ
け
る
か
が
課
題
で
す
。

峰
田
：
山
辺
町
で
も
、
あ
る
公
民
館
主
事
が
、

子
ど
も
た
ち
と
地
域
と
の
関
係
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
を
危
惧
し
て
、「
通
学
合
宿
」

と
い
う
事
業
を
始
め
、
一
般
家
庭
に
も
ら
い
湯

に
行
く
な
ど
様
々
な
工
夫
を
こ
ら
し
て
、
子

ど
も
た
ち
が
地
域
に
関
わ
る
機
会
を
つ
く
っ
て

い
る
。
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
な
り
、

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
公
民
館
活
動
に

関
わ
っ
た
り
、
卒
業
し
て
ま
た
地
域
の
事
業
に

特 集　地
域
住
民
の
学
び
を
日
々
地
道
に
支
え
て
い
る
社
会
教
育
主
事
や
公
民
館
主
事
。
社

会
教
育
主
事
は
大
正
時
代
か
ら
90
年
、
公
民
館
主
事
は
戦
後
の
公
民
館
誕
生
か
ら
70

年
に
わ
た
り
、
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
に
奔
走
し
て
き
ま
し
た
。

　今
回
の
特
集
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
求
め
ら
れ
る
役
割
や
資
質
等
に
つ
い
て
、
改
め
て
考

え
る
べ
く
、
原
義
彦
氏×

峰
田
順
一氏×
道
上
惟
史
氏
に
語
って
い
た
だ
き
ま
し
た
。

制
度
と
体
制
と

期
待
と
実
際
と

道上 惟史 氏

昭和60年生まれ
寒河江市東部地区公民館主事

平成26年度から寒河江市東部地区
公民館主事。平成28年度に社会教
育主事講習修了。

［みちがみ よしふみ］
峰田 順一 氏

昭和31年生まれ
山辺町教育委員会教育課課長（社
会教育主事）

平成２年度から９年度まで、教育課
社会教育主事。「やまのべ・みんなの
セミナーTaiken堂」等を手掛ける。
平成27年度より山辺町教育委員会
教育課課長兼中央公民館館長

［みねた じゅんいち］
原 義彦 氏

昭和41年生まれ
秋田大学大学院教育学研究科教授

専門は社会教育学、生涯学習学。公
民館の経営診断等にも詳しく、これ
までに文部科学省の生涯学習調査
官、中央教育審議会生涯学習分科
会委員等も務める。

［はら よしひこ］

鼎談者プロフィール

学
び
を
支
え
る
職
員

　
 

〜
社
会
教
育
主
事
と

　
　
　
　

  

公
民
館
主
事
の
こ
れ
か
ら
〜

左から峰田氏　原氏　道上氏



原
：
社
会
教
育
主
事
の
職
務
は
、
社
会
教
育

法
第
九
条
の
三
に
「
社
会
教
育
を
行
う
者
に

専
門
的
技
術
的
な
助
言
と
指
導
を
与
え
る
。」

と
あ
り
ま
す
。
平
成
20
年
の
法
改
正
で
学
校

の
求
め
に
応
じ
て
必
要
な
助
言
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
項
も
加
わ
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
学
校
と
地
域
の
連
携
協
働
を
背
景
に
、

社
会
教
育
と
し
て
も
学
校
に
目
を
む
け
る
流

れ
が
あ
る
た
め
で
す
。
一
方
で
、
同
法
で
は
公

民
館
主
事
の
職
務
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
示
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
か
ら
、
社
会
教
育
調
査
に
よ
る
と
、

全
国
の
社
会
教
育
主
事
の
配
置
数
は
、
平
成

２
年
頃
が
ピ
ー
ク
で
約
７
千
人
で
す
が
平
成

27
年
に
は
２
千
人
を
わ
ず
か
に
超
え
る
よ
う

な
状
況
で
、
３
分
の
１
に
減
っ
て
い
ま
す
。
派

遣
社
会
教
育
主
事
の
国
庫
負
担
制
度
廃
止
や

市
町
村
合
併
ほ
か
様
々
な
理
由
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
社
会
教
育
主
事
に
対
す
る
各
自

治
体
の
位
置
づ
け
や
期
待
が
下
が
っ
て
き
て
い

る
こ
と
も
想
像
さ
れ
ま
す
。
公
民
館
数
も
、

ピ
ー
ク
時
に
は
約
１
万
８
千
館
以
上
で
し
た

が
、
平
成
27
年
に
は
１
万
４
千
館
を
切
り
ま

し
た
。
公
民
館
の
職
員
数
も
、
ピ
ー
ク
時
に

は
５
万
５
千
人
近
く
（
半
数
が
非
常
勤
職
員

等
）
で
し
た
が
、
平
成
27
年
に
は
４
万
５
千

人
を
切
って
（
６
割
以
上
が
非
常
勤
職
員
等
・

３
割
が
公
民
館
主
事
）
い
る
よ
う
で
す
。
こ

う
い
っ
た
全
国
的
な
状
況
で
す
が
、
実
情
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
？

道
上
：
寒
河
江
市
で
は
、
現
在
は
社
会
教
育

主
事
は
１
名
で
す
が
、
３
年
前
は
３
名
、
昨

年
は
２
名
で
し
た
。
定
期
的
に
主
事
講
習
は

受
講
し
て
お
り
、
偶
然
減
っ
た
と
い
う
こ
と
か

と
思
い
ま
す
。市
内
の
４
つ
の
地
区
公
民
館
は
、

そ
れ
ぞ
れ
行
政
職
員
１
名
〜
３
名
と
非
常
勤

館
長
が
勤
務
す
る
体
制
で
、
今
は
社
会
教
育

主
事
有
資
格
者
は
お
り
ま
せ
ん
。
私
の
東
部

地
区
公
民
館
は
館
長
１
名
職
員
３
名
で
す

が
、
配
属
当
時
ほ
か
の
職
員
２
名
が
社
会
教

育
主
事
有
資
格
者
で
し
た
の
で
、
先
輩
方
に

事
業
運
営
上
の
い
ろ
い
ろ
な
視
点
や
工
夫
を
学

ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

峰
田
：
山
辺
町
で
は
、
以
前
は
社
会
教
育
主

事
も
派
遣
社
会
教
育
主
事
も
い
て
事
業
も
充

実
し
て
い
ま
し
た
。
主
事
講
習
も
社
会
教
育

担
当
者
が
代
わ
っ
た
際
に
受
講
で
き
て
い
ま
し

た
。
派
遣
社
会
教
育
主
事
は
学
校
の
先
生
で

す
か
ら
、
学
校
と一緒
に
事
業
を
進
め
る
時
に

も
非
常
に
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。
現
在

は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
に
私
と
学
校
関
係

担
当
の
計
２
名
の
社
会
教
育
主
事
が
い
ま
す

が
、
講
習
受
講
も
町
の
財
政
面
や
職
員
体
制

的
に
厳
し
く
て
出
せ
ま
せ
ん
。
現
場
は
地
域

の
課
題
か
ら
何
か
ら
た
く
さ
ん
抱
え
て
何
で

も
屋
の
よ
う
な
状
況
で
、
余
裕
も
な
く
と
に

か
く
ぎ
り
ぎ
り
で
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

公
民
館
も
、町
直
轄
の
公
民
館
に
は
町
職
員
、

分
館
に
は
臨
時
職
員
が
入
り
、
一
部
の
館
は

公
民
館
運
営
協
議
会
へ
の
委
託
で
協
議
会
へ

事
務
長
を
お
願
い
す
る
よ
う
な
状
況
に
変

わ
って
き
て
い
ま
す
。

原
：
寒
河
江
市
で
は
、
偶
然
減
っ
た
面
も
あ

る
よ
う
で
す
が
社
会
教
育
主
事
の
育
成
や
配

置
が
前
提
に
な
って
い
る
。
山
辺
町
で
は
育
成
・

養
成
す
る
余
裕
が
な
い
中
で
も
な
ん
と
か
維

持
し
て
い
る
。
学
校
関
係
担
当
に
１
名
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
学
校
と
社
会
教
育
の
連
携
に

期
待
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
方
で
年

度
内
に
も
学
校
教
育
法
施
行
規
則
が
改
正
さ

れ
、
学
校
に
も
地
域
連
携
担
当
教
職
員
（
仮

称
）
が
義
務
付
け
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
学
校

に
も
地
域
に
目
を
向
け
る
教
員
が
役
職
と
し

て
で
き
る
こ
と
で
、
社
会
教
育
と
学
校
教
育

が
繋
が
る
体
制
を
整
え
よ
う
と
し
て
い
る
ん
で

す
ね
。

原
：「
生
涯
学
習
施
策
に
関
す
る
調
査
研
究
」

（
平
成
22
年
度
文
部
科
学
省
委
託
事
業
）
と

い
う
調
査
研
究
で
、
社
会
教
育
主
事
や
公
民

館
主
事
が
考
え
る
職
務
の
重
要
度
、
そ
れ
ぞ

れ
に
対
す
る
教
育
委
員
会
の
期
待
等
を
ま
と

め
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

社
会
教
育
主
事
に
教
育
委
員
会
が
期
待
す
る

職
務
は
「
地
域
の
社
会
教
育
計
画
を
立
案
す

る
」
や
「
学
習
計
画
や
学
習
内
容
を
立
案
・

編
成
す
る
」
が
高
い一
方
で
、
社
会
教
育
主

事
が
考
え
る
重
要
度
は
「
地
域
の
学
習
課
題

や
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
」「
学
校
教
育
と
社
会

教
育
の
連
携
を
推
進
す
る
」「
地
域
の
教
育

資
源
や
人
材
の
把
握
を
行
う
」
で
、
計
画
立

案
に
あ
ま
り
重
要
度
を
感
じ
て
い
な
い
よ
う
で

す
。
社
会
教
育
法
第
一
七
条
で
は
社
会
教
育

委
員
が
社
会
教
育
計
画
を
立
案
す
る
と
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
あ
た
り
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う

か
。

峰
田
：
山
辺
町
で
は
、
き
ち
ん
と
し
た
社
会

教
育
計
画
と
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
社
会

教
育
委
員
の
意
見
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
年
度

毎
に
計
画
目
標
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
教
育

委
員
会
と
し
て
は
、
計
画
立
案
を
求
め
る
ん

で
し
ょ
う
が
、
現
場
で
は
、
世
の
中
の
激
し
い

動
き
の
中
で
町
民
の
ニ
ー
ズ
把
握
が
必
要
で
す

し
、
人
材
を
把
握
し
て
繋
げ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
的
な
役
割
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

原
：
そ
う
で
す
ね
、
本
来
な
ら
計
画
が
あ
っ

て
連
携
を
推
進
す
る
、
人
材
を
把
握
す
る
ん

で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
現
実
的
に
は
社
会
教
育

主
事
は
職
務
が
多
岐
で
大
変
な
役
職
で
す
よ

ね
。
さ
ら
に
公
民
館
だ
け
で
な
く
図
書
館
・

博
物
館
も
含
め
て
社
会
教
育
施
設
な
の
で
、

社
会
教
育
主
事
は
個
々
の
細
部
は
別
と
し
て

全
体
を
見
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
公
民
館
な

ら
主
事
に
、
図
書
館
な
ら
司
書
に
、
博
物
館

な
ら
学
芸
員
に
指
導
助
言
で
き
る
の
が
社
会

教
育
主
事
で
、
新
た
に
学
校
に
も
目
を
向
け

る
必
要
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
実
際
は

と
に
か
く
事
業
を
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
教
育
主
事
は
、

そ
う
いっ
た
こ
と
が
で
き
る
時
間
、
環
境
を
つ

く
る
、
そ
う
いっ
た
力
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
矛
盾
す
る
よ
う
で
す
が
、
幅

広
さ
と
専
門
性
と
が
社
会
教
育
主
事
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
考
え
る

と
、
先
ほ
ど
教
育
委
員
会
が
社
会
教
育
主
事

に
社
会
教
育
計
画
の
立
案
を
期
待
す
る
こ
と

は
あ
な
が
ち
間
違
っ
て
は
い
な
い
、
こ
れ
を
や

れ
る
の
は
社
会
教
育
主
事
し
か
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

　
次
に
、
公
民
館
主
事
に
教
育
委
員
会
が
期

待
す
る
職
務
は
「
地
域
の
学
習
課
題
や
ニ
ー

ズ
を
把
握
す
る
」「
学
習
計
画
や
学
習
内
容

を
立
案
・
編
成
す
る
」。
一
方
で
、
公
民
館
主

事
が
考
え
る
重
要
度
は
「
地
域
の
学
習
課
題

や
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
」「
社
会
教
育
施
設
を

運
営
す
る
」「
地
域
の
教
育
資
源
や
人
材
の

把
握
を
行
う
」で
す
。施
設
運
営
が
高
い
の
は
、

や
は
り
館
長
プ
ラ
ス
公
民
館
主
事
１
名
と
いっ

た
環
境
が
あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
ね
。

道
上
：
公
民
館
主
事
も
社
会
教
育
主
事
も
、

ニ
ー
ズ
把
握
や
人
材
把
握
等
が
重
要
度
と
し
て

高
い
で
す
が
、
そ
こ
は
や
は
り
役
割
と
し
て
も

か
ぶ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
公
民
館
で
は
講
座

等
の
事
業
が
メ
イ
ン
で
す
が
、
社
会
教
育
主

事
的
な
視
点
や
関
心
、
協
働
等
の
意
識
が
必

要
で
す
。
以
前
は
、
婦
人
会
や
青
年
団
等
の

団
体
活
動
も
活
発
で
自
主
性
を
も
って
い
ま
し

た
が
、
最
近
は
団
体
が
ど
ん
ど
ん
少
な
く
な
っ

て
い
ま
し
て
、
今
あ
る
団
体
も
支
え
な
い
と
存

続
が
厳
し
い
状
況
で
す
。
で
も
、
そ
こ
で
手
を

切
る
と
地
域
の
基
盤
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の

か
な
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
い
か
に
公
民

館
に
来
て
い
た
だ
く
か
、
来
て
い
た
だ
い
た
人

た
ち
を
い
か
に
結
び
つ
け
る
か
が
課
題
で
す
。

峰
田
：
山
辺
町
で
も
、
あ
る
公
民
館
主
事
が
、

子
ど
も
た
ち
と
地
域
と
の
関
係
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
を
危
惧
し
て
、「
通
学
合
宿
」

と
い
う
事
業
を
始
め
、
一
般
家
庭
に
も
ら
い
湯

に
行
く
な
ど
様
々
な
工
夫
を
こ
ら
し
て
、
子

ど
も
た
ち
が
地
域
に
関
わ
る
機
会
を
つ
く
っ
て

い
る
。
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
な
り
、

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
公
民
館
活
動
に

関
わ
っ
た
り
、
卒
業
し
て
ま
た
地
域
の
事
業
に

特 集　地
域
住
民
の
学
び
を
日
々
地
道
に
支
え
て
い
る
社
会
教
育
主
事
や
公
民
館
主
事
。
社

会
教
育
主
事
は
大
正
時
代
か
ら
90
年
、
公
民
館
主
事
は
戦
後
の
公
民
館
誕
生
か
ら
70

年
に
わ
た
り
、
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
に
奔
走
し
て
き
ま
し
た
。

　今
回
の
特
集
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
求
め
ら
れ
る
役
割
や
資
質
等
に
つ
い
て
、
改
め
て
考

え
る
べ
く
、
原
義
彦
氏×

峰
田
順
一氏×

道
上
惟
史
氏
に
語
って
い
た
だ
き
ま
し
た
。

制
度
と
体
制
と

期
待
と
実
際
と

道上 惟史 氏

昭和60年生まれ
寒河江市東部地区公民館主事

平成26年度から寒河江市東部地区
公民館主事。平成28年度に社会教
育主事講習修了。

［みちがみ よしふみ］
峰田 順一 氏

昭和31年生まれ
山辺町教育委員会教育課課長（社
会教育主事）

平成２年度から９年度まで、教育課
社会教育主事。「やまのべ・みんなの
セミナーTaiken堂」等を手掛ける。
平成27年度より山辺町教育委員会
教育課課長兼中央公民館館長

［みねた じゅんいち］
原 義彦 氏

昭和41年生まれ
秋田大学大学院教育学研究科教授

専門は社会教育学、生涯学習学。公
民館の経営診断等にも詳しく、これ
までに文部科学省の生涯学習調査
官、中央教育審議会生涯学習分科
会委員等も務める。

［はら よしひこ］
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社
会
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主
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公
民
館
主
事
の
こ
れ
か
ら
〜
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職
員
の
こ
れ
か
ら

携
わ
っ
た
り
、
良
い
サ
イ
ク
ル
が
出
て
き
て
い

る
よ
う
で
す
。
社
会
教
育
主
事
も
公
民
館
主

事
も
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
把
握
し
て
、

ど
う
事
業
に
繋
げ
て
い
く
か
は
同
じ
で
す
よ

ね
。

原
：
社
会
教
育
主
事
と
公
民
館
主
事
と
が

行
う
べ
き
ニ
ー
ズ
把
握
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
と
こ

ろ
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
ニ
ー
ズ
把
握
が
で

き
る
と
い
ろ
い
ろ
う
ま
く
回
っ
て
い
く
の
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
の
課
題
を
学
習

に
結
び
つ
け
、
地
域
に
学
習
成
果
を
戻
し
て

い
く
こ
と
、
ニ
ー
ズ
や
学
習
課
題
の
把
握
、
地

域
課
題
の
把
握
等
の
地
域
診
断
の
よ
う
な
こ

と
は
社
会
教
育
に
関
わ
る
職
員
で
な
い
と
で

き
な
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
そ
こ
が
原
点

で
そ
こ
を
も
う
少
し
洗
練
さ
せ
て
い
く
と
計

画
も
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

原
：
社
会
教
育
主
事
は
全
体
を
見
渡
し
て
指

導
・
助
言
・
支
援
を
し
て
い
く
、
公
民
館
主

事
は
地
域
の
状
況
を
汲
み
取
り
な
が
ら
対
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
社
会
教
育
を
実
行
し
て
い

く
。
社
会
教
育
主
事
の
視
点
を
具
現
化
し
て

い
く
の
が
公
民
館
主
事
か
と
思
い
ま
す
が
、

文
部
科
学
省
で
そ
の
社
会
教
育
主
事
の
養
成

内
容
を
見
直
す
動
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

で
は
、
社
会
教
育
は
人
づ
く
り
だ
け
で
な
く

地
域
づ
く
り
に
も
軸
足
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
自
立
し
た
市
民
を
育
て
る
た
め
の
様
々

な
学
習
支
援
や
地
域
の
課
題
解
決
等
の
支
援

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
社
会
の
要
請

を
踏
ま
え
学
校
と
地
域
が
連
携
・
協
働
し
て

行
う
活
動
や
地
域
人
材
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
育

成
を
推
進
す
る
た
め
の
能
力
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
や
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョン
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
と
いっ
た
能
力
が
必
要
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
二
人
は
、
こ
れ
か
ら
の
職
員
に
求
め
ら
れ
る

役
割
や
資
質
を
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

峰
田
：
社
会
教
育
に
携
わ
る
職
員
は
人
づ
く

り
に
尽
力
す
る
存
在
。
業
務
に
関
わ
ら
ず
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
自
分
の
足
で
行
っ
て
感
じ

た
り
学
ん
だ
り
し
て
自
分
を
高
め
て
い
か
な
い

と
、
地
域
の
人
を
引
っ
張
っ
て
い
け
な
い
。
地

域
の
人
材
を
活
か
し
、
情
熱
を
持
って
、
い
か

に
創
意
工
夫
を
重
ね
て
取
り
組
む
か
に
よ
っ

て
、
社
会
教
育
の
広
が
り
や
可
能
性
が
で
て

く
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

道
上
：
今
、
地
方
創
生
と
いっ
た
話
も
あ
り

ま
す
が
、
や
は
り
基
盤
は
人
な
の
で
人
づ
く

り
が
大
事
。
新
し
い
学
び
や
学
習
環
境
な
ど

の
支
援
、
そ
れ
か
ら
や
は
り
連
携
や
協
働
が

増
々
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
事
業

で
も
規
模
が
大
き
く
な
る
と
職
員
だ
け
で
は

で
き
な
い
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
取

り
入
れ
た
り
、
中
学
生
や
高
校
生
を
あ
ち
こ

ち
結
び
付
け
た
り
、
地
域
に
出
て
行
っ
た
り
、

そ
う
いっ
た
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
相

互
教
育
で
そ
れ
ぞ
れ
が
学
び
合
う
こ
と
が
地

域
力
の
向
上
に
も
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。
社

会
教
育
や
生
涯
学
習
は
人
を
豊
か
に
す
る
と

い
う
視
点
で
、
限
ら
れ
た
職
員
数
の
中
で
も

ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
っ
て
、
よ
り
良
い
も
の

を
つ
く
って
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

原
：
各
職
員
が
積
極
的
に
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
せ
る
雰
囲
気
が
あ
る
と
変
わ
り
ま
す
よ

ね
。
や
って
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い

の
で
失
敗
を
恐
れ
ず
取
り
組
め
る
と
い
い
で
す

ね
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
は
、
地
域
を
動
か
す

に
は
チ
ー
ム
で
や
っ
た
方
が
い
い
。
チ
ー
ム
と
いっ

て
も
職
員
は
少
な
い
の
で
、
地
域
団
体
と
う

ま
く
協
力
体
制
を
つ
く
る
。
チ
ー
ム
公
民
館

じ
ゃ
な
い
で
す
が
、
地
域
と
の
目
に
見
え
な
い

関
係
を
つ
く
っ
て
、
そ
う
い
っ
た
方
々
の
協
力

を
得
な
が
ら
地
域
づ
く
り
を
す
る
。
そ
の
前

段
に
そ
う
いっ
た
団
体
や
人
を
つ
く
る
。
例
え

ば
、
公
民
館
の
利
用
団
体
は
貸
館
だ
け
の
繋

が
り
で
い
い
ん
で
す
が
、
公
民
館
と
し
て
は
も

う
少
し
深
い
関
係
を
つ
く
る
。「
命
令
監
督
」

は
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
が
「
指
導
助
言
」
を

う
ま
く
解
釈
し
て
団
体
活
動
に
良
い
形
で
関

わ
っ
て
い
け
る
と
、
公
民
館
が
困
っ
て
「
協
力

し
て
」
と
いっ
た
時
に
気
軽
に
返
事
を
し
て
も

ら
え
る
。
時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
そ
う
い

う
意
識
を
も
っ
と
持
っ
た
方
が
い
い
。

　
そ
れ
か
ら
、
地
域
の
課
題
は
す
ぐ
に
は
変

わ
り
ま
せ
ん
が
、
人
の
ニ
ー
ズ
や
気
持
ち
は
変

わ
り
や
す
い
面
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

日
々
、
変
わ
り
や
す
い
人
々
の
ニ
ー
ズ
を
追
い

か
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
逆
転
の
発
想
で
、

人
々
の
ニ
ー
ズ
を
先
取
り
す
る
視
点
で
ニ
ー
ズ

を
つ
く
り
出
す
こ
と
も
必
要
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
山
形
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
「
山

形
学
」
を
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
社
会
教

育
で
は
25
年
く
ら
い
前
か
ら
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
地
域
学
が
重
要
だ
と
言
い
続
け
て
き
て
盛

ん
に
な
っ
た
。
自
然
発
生
で
は
な
く
タ
ネ
を
撒

い
て
き
た
ん
で
す
。
そ
ん
な
発
想
も
こ
れ
か
ら

さ
ら
に
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
社
会
教
育
の
大
き
な
柱

は
人
材
育
成
と
地
域
形
成
。
地
域
づ
く
り
を

前
提
に
し
た
人
づ
く
り
の
視
点
を
も
って
生
涯

学
習
・
社
会
教
育
に
取
り
組
ん
で
いっ
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
ね
。

―

地
域
住
民
の
学
び
を
支
え
る
職
員
の
役
割

の
重
さ
を
改
め
て
感
じ
る
と
と
も
に
、
現
場

の
課
題
を
乗
り
越
え
る
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を

い
た
だ
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
本
日
は
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。―

歴史文化ゾーンを巡る2016
　11月３日の文化の日を皮切りに11月27日まで、
「教育の礎 山形師範学校の魅力を探る」といった
テーマで４施設（文翔館・遊学館・洗心庵・教育資
料館）連携事業がスタートした。歴史文化ゾーンは
山形市内の４施設が集まるエリアでこのエリアの学
びを掘り起こすため、昨年度より事業等に取り組ん
でおり、今年は２年目である。
　11月19日に開催した講演会は、「旧山形師範学
校」をメインにした企画。現在の正式名称は、山形
県立博物館教育資料館。国指定の重要文化財に
なっており明治の初期に建築され、その後移転など
の経過を経ながら守り続けられてきたルネサンス様
式を基調とした洒落た建物である。これまで多くの
教育者を輩出し、山形の教育の礎を築いてきた。こ
の建物を歴史、人物そして建築から紐解く形で開
催された。講師は、教育資料館とは馴染みが深く
第一人者として活躍している尾形與典氏である。
　第１部は歴史と人物の視点で70年の歩みを振り
返った講演で、特に設立者の三島通庸、そしてその
長男であり師範学校の生徒でもある三島弥太郎親

子の足跡を追
いながら詳し
い説明がなさ
れた。
　第２部は建
築の魅力とし
て建物を見学

しながら説明
の予定であっ
たが、当日は
あいにくの雨
模様で、40名
を超す参加者
は、引き続き
座学での聴講
となった。建物の特徴であるルネサンス様式のドー
ムやアーチを取り入れた屋根や窓など詳しい説明
がなされた。しかし、終了後、任意での建物見学は
大勢の方が足を運んでくれたのは幸いであった。

日本庭園を学ぶ講座
　洗心庵では、初めての企画となる庭園の歴史に
焦点を当てた講座が全２回で開催された。洗心庵
は庭園と調和した文化学習施設で多くの方々が庭
園鑑賞を楽しんでいる。講師は日本造園学会山形
支部幹事の志村高秀氏。飛鳥時代から現代までの
代表的な庭園を取り上げ、歴史を紐解くことで大陸
との交流によりもたらされた庭園が、各時代に仏教
や茶の湯など様々な文化から影響を受け、枯山水
庭園や露地庭など日本独自の多様な庭園文化を形
成していったことを学んだ。参加者数は11月５日が
42名、12月３日が35名と好評のうち終了した。

　日本庭園は長い歴史の中で社会情勢や文化、宗
教などとのかかわりの中から生まれ、研鑽されてき
た日本文化である。その庭園文化を理解する上で
どのような歴史
背景の中で生
まれ、どのよう
に発展したかに
ついて知ること
はとても大切な
ことであると感
じた。

古地図を持って街歩き「三島通りを歩く」
　講演会に先立ち、講師に阿子島功氏を迎え、明治期の
地図や写真を確かめながら、初代山形県令三島通庸やイ
ザベラバードが見た風景を訪ねるというフィールドワーク
が11月12日に実施された。普段気づかない坂道や通りの
屈曲など、何気なく見て
きた町並みは学びの宝
庫！日常に新たな視点
が加わりました。

文翔館北側にて八ヶ郷堰の
跡を見学

お  がた とも のり

事業報告
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こ
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携
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っ
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、
良
い
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が
出
て
き
て
い

る
よ
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で
す
。
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教
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主
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主
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も
地
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や
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を
把
握
し
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、

ど
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事
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に
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か
は
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ね
。
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ア
を
出
し
合
っ
て
、
よ
り
良
い
も
の

を
つ
く
って
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

原
：
各
職
員
が
積
極
的
に
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
せ
る
雰
囲
気
が
あ
る
と
変
わ
り
ま
す
よ

ね
。
や
って
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い

の
で
失
敗
を
恐
れ
ず
取
り
組
め
る
と
い
い
で
す

ね
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
は
、
地
域
を
動
か
す

に
は
チ
ー
ム
で
や
っ
た
方
が
い
い
。
チ
ー
ム
と
いっ

て
も
職
員
は
少
な
い
の
で
、
地
域
団
体
と
う

ま
く
協
力
体
制
を
つ
く
る
。
チ
ー
ム
公
民
館

じ
ゃ
な
い
で
す
が
、
地
域
と
の
目
に
見
え
な
い

関
係
を
つ
く
っ
て
、
そ
う
い
っ
た
方
々
の
協
力

を
得
な
が
ら
地
域
づ
く
り
を
す
る
。
そ
の
前

段
に
そ
う
いっ
た
団
体
や
人
を
つ
く
る
。
例
え

ば
、
公
民
館
の
利
用
団
体
は
貸
館
だ
け
の
繋

が
り
で
い
い
ん
で
す
が
、
公
民
館
と
し
て
は
も

う
少
し
深
い
関
係
を
つ
く
る
。「
命
令
監
督
」

は
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
が
「
指
導
助
言
」
を

う
ま
く
解
釈
し
て
団
体
活
動
に
良
い
形
で
関

わ
っ
て
い
け
る
と
、
公
民
館
が
困
っ
て
「
協
力

し
て
」
と
いっ
た
時
に
気
軽
に
返
事
を
し
て
も

ら
え
る
。
時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
そ
う
い

う
意
識
を
も
っ
と
持
っ
た
方
が
い
い
。

　
そ
れ
か
ら
、
地
域
の
課
題
は
す
ぐ
に
は
変

わ
り
ま
せ
ん
が
、
人
の
ニ
ー
ズ
や
気
持
ち
は
変

わ
り
や
す
い
面
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

日
々
、
変
わ
り
や
す
い
人
々
の
ニ
ー
ズ
を
追
い

か
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
逆
転
の
発
想
で
、

人
々
の
ニ
ー
ズ
を
先
取
り
す
る
視
点
で
ニ
ー
ズ

を
つ
く
り
出
す
こ
と
も
必
要
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
山
形
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
「
山

形
学
」
を
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
社
会
教

育
で
は
25
年
く
ら
い
前
か
ら
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
地
域
学
が
重
要
だ
と
言
い
続
け
て
き
て
盛

ん
に
な
っ
た
。
自
然
発
生
で
は
な
く
タ
ネ
を
撒

い
て
き
た
ん
で
す
。
そ
ん
な
発
想
も
こ
れ
か
ら

さ
ら
に
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
社
会
教
育
の
大
き
な
柱

は
人
材
育
成
と
地
域
形
成
。
地
域
づ
く
り
を

前
提
に
し
た
人
づ
く
り
の
視
点
を
も
って
生
涯

学
習
・
社
会
教
育
に
取
り
組
ん
で
いっ
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
ね
。

―

地
域
住
民
の
学
び
を
支
え
る
職
員
の
役
割

の
重
さ
を
改
め
て
感
じ
る
と
と
も
に
、
現
場

の
課
題
を
乗
り
越
え
る
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を

い
た
だ
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
本
日
は
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。―

歴史文化ゾーンを巡る2016
　11月３日の文化の日を皮切りに11月27日まで、
「教育の礎 山形師範学校の魅力を探る」といった
テーマで４施設（文翔館・遊学館・洗心庵・教育資
料館）連携事業がスタートした。歴史文化ゾーンは
山形市内の４施設が集まるエリアでこのエリアの学
びを掘り起こすため、昨年度より事業等に取り組ん
でおり、今年は２年目である。
　11月19日に開催した講演会は、「旧山形師範学
校」をメインにした企画。現在の正式名称は、山形
県立博物館教育資料館。国指定の重要文化財に
なっており明治の初期に建築され、その後移転など
の経過を経ながら守り続けられてきたルネサンス様
式を基調とした洒落た建物である。これまで多くの
教育者を輩出し、山形の教育の礎を築いてきた。こ
の建物を歴史、人物そして建築から紐解く形で開
催された。講師は、教育資料館とは馴染みが深く
第一人者として活躍している尾形與典氏である。
　第１部は歴史と人物の視点で70年の歩みを振り
返った講演で、特に設立者の三島通庸、そしてその
長男であり師範学校の生徒でもある三島弥太郎親

子の足跡を追
いながら詳し
い説明がなさ
れた。
　第２部は建
築の魅力とし
て建物を見学

しながら説明
の予定であっ
たが、当日は
あいにくの雨
模様で、40名
を超す参加者
は、引き続き
座学での聴講
となった。建物の特徴であるルネサンス様式のドー
ムやアーチを取り入れた屋根や窓など詳しい説明
がなされた。しかし、終了後、任意での建物見学は
大勢の方が足を運んでくれたのは幸いであった。

日本庭園を学ぶ講座
　洗心庵では、初めての企画となる庭園の歴史に
焦点を当てた講座が全２回で開催された。洗心庵
は庭園と調和した文化学習施設で多くの方々が庭
園鑑賞を楽しんでいる。講師は日本造園学会山形
支部幹事の志村高秀氏。飛鳥時代から現代までの
代表的な庭園を取り上げ、歴史を紐解くことで大陸
との交流によりもたらされた庭園が、各時代に仏教
や茶の湯など様々な文化から影響を受け、枯山水
庭園や露地庭など日本独自の多様な庭園文化を形
成していったことを学んだ。参加者数は11月５日が
42名、12月３日が35名と好評のうち終了した。

　日本庭園は長い歴史の中で社会情勢や文化、宗
教などとのかかわりの中から生まれ、研鑽されてき
た日本文化である。その庭園文化を理解する上で
どのような歴史
背景の中で生
まれ、どのよう
に発展したかに
ついて知ること
はとても大切な
ことであると感
じた。

古地図を持って街歩き「三島通りを歩く」
　講演会に先立ち、講師に阿子島功氏を迎え、明治期の
地図や写真を確かめながら、初代山形県令三島通庸やイ
ザベラバードが見た風景を訪ねるというフィールドワーク
が11月12日に実施された。普段気づかない坂道や通りの
屈曲など、何気なく見て
きた町並みは学びの宝
庫！日常に新たな視点
が加わりました。

文翔館北側にて八ヶ郷堰の
跡を見学

お  がた とも のり

事業報告



知らない昔遊びを教えて
もらい、とても楽しかった
です。この楽しさを

他の人にも知ってもらいたい
です。昔遊びは頭も

使っていて、昔の人たちは
すごいと感激しました。

『
春
を
掘
り
出
せ
地
面
出
し
競
争 W

orld Cup in 

肘
折
』
『
夜
の
図
書
館
』

   

内
容

　
地
面
出
し
競
争
は
、旧
肘
折
小
中
学
校
の
雪
上
運
動
会
で

28
年
間
継
承
さ
れ
て
き
た
競
技
の一つ
。閉
校
後
も
無
く
し
た

く
な
い
と
い
う
地
元
青
年
団
の
想
い
か
ら
冬
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。ル
ー
ル
は
４ｍ
の
フ
ィ
ー
ル
ド

内
に
４
人
ま
で
の
選
手
が
入
っ
て
い
か
に
早
く
雪
を
掘
り
、地

面
を
出
せ
る
か
を
競
い
ま
す
。単
純
で
す
が
、や
って
み
る
と
奥

が
深
い
競
技
で
す
。他
に
も
前
夜
祭
や
ソ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
、わ

く
わ
く
す
る
よ
う
な
こ
と
が
盛
り
沢
山
で
す
。年
々
参
加
チ
ー

ム
も
増
え
て
い
ま
す
。

   

こ
こ
が
大
変

　
県
外
か
ら
の
参
加
者
も
お
り
、不
慣
れ
な
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
等

の
用
具
を
使
用
し
、豪
雪
地
肘
折
の
雪
を
制
限
時
間
内
で
掘

り
出
せ
る
か
心
配
で
し
た
が
、こ
れ
ま
で
全
チ
ー
ム
が
ひ
と
足

早
い
肘
折
の
春
を
出
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

   

こ
こ
が
う
ま
く
い
っ
た

　
掘
り
方
の
レ
ク
チ
ャ
ー
や
地
元
の
方
と
交
流
で
き
る
前
夜
祭

を
開
催
し
た
こ
と
で
、旅
館
へ
宿
泊
の
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
加
し
、

地
域
振
興
に
つ
な
が
って
い
ま
す
。

   

内
容

　「
図
書
館
で
何
か
面
白
い
こ
と
を
や
り
た
い
」と
い
う
利
用

者
の
声
を
受
け
、昨
年
９
月
か
ら
開
始
。閉
館
後
に
本
を
活
用

し
た
講
座
プ
ラ
ス
普
段
は
ご
法
度
の
飲
食
、お
し
ゃべ
り
、楽
器

演
奏
な
ど
発
表
し
た
い
方
の
自
由
な
ス
タ
イ
ル
で
開
催
し
て
い

ま
す
。１
回
目
は
大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会
と
し
て「
愛
染
か

つ
ら
」の
紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
、２
回
目
は
山
田

風
太
郎
著『
人
間
臨
終
図
巻
』よ
り「
あ
ん
な
生
き
方
こ
ん
な

死
に
方
」と
題
し
て
大
人
の
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
を
開
催
し
、ハ
モ
ニ

カ
演
奏
も
あ
り
、濃
く
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
に
な
り
ま
し
た
。今

後
も
奇
数
月
の
開
催
で
す
が
、冬
期
間
は
土
曜
の
午
後
に
昼

バ
ー
ジ
ョン
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

   

こ
こ
が
大
変

　
こ
れ
ま
で
図
書
館
の
利
用
が
無
かっ
た
人
に
も
来
て
い
た
だ
く

機
会
に
な
れ
ば
と
始
め
ま
し
た
の
で
、広
く
知
って
い
た
だ
く
た
め

の
広
報
の
仕
方
や
口
コ
ミ
も
重
要
な
運
営
の一つ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

   

こ
こ
が
う
ま
く
い
っ
た

　
講
座
時
間
の
使
い
方
を
全
て
演
る
方
に
お
任
せ
す
る
た
め
、

そ
の
方
の
人
と
な
り
も
見
え
て
面
白
さ
が
増
し
ま
す
。次
回
講

座
の
出
演
希
望
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

男性のブックトークが
良かった。このような機会が
なければ手に取らなかった
本に出会わせてくださった

ことに感謝!!

慣れていないので掘るのは
大変でしたが、大人に
なってからこんなに夢中に
なって勝負することは

なかったのでとても楽しかった
です。今度はシード権
目指してチャレンジします。

『
いっ
し
ょ
に
あ
そ
ぶ
べ
！
じ
い
ち
ゃ
ん
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
』

   

内
容

 

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
は
変
化
し
、遊
ぶ
時
間・空
間・仲

間
が
喪
失
し
て
い
ま
す
。忙
し
く
過
ご
す
子
ど
も
達
の
心
は
渇

い
て
い
る
の
で
す
。自
分
の
ペ
ー
ス
で
豊
か
な
子
ど
も
時
代
を
過

ご
し
た
子
は
、心
が
満
た
さ
れ
て
い
き
ま
す
。あ
そ
び
あ
ラ
ン
ド

は
、子
ど
も
が
自
由
に
好
き
な
遊
び
に
取
り
組
め
る
環
境
づ
く

り
の一環
と
し
て
、昔
遊
び
を
通
し
た
世
代
間
交
流
活
動
を
年

３
回
、実
施
し
て
い
ま
す
。〝
遊
び
場
づ
く
り
は
地
域
づ
く
り
〞を

モ
ッ
ト
ー
に
、地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
再
生
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

   

こ
こ
が
大
変

　
高
齢
者
が
も
つ
技
能
を
習
得
す
る
為
に
何
度
か
活
動
し
て
い

ま
す
が
、な
か
な
か
習
得
で
き
な
い
遊
び
が
多
い
の
で
、今
後
も

農
繁
期
を
避
け
、世
代
間
交
流
の
機
会
を
つ
く
って
い
き
ま
す
。

   

こ
こ
が
う
ま
く
い
っ
た

　
高
齢
者
が
、本
気
で
釘
刺
し
や
ベ
ー
ゴ
マ
、ゴ
ム
跳
び
や
竹
遊

び
を
す
る
こ
と
で
、遊
び
の
面
白
み
が
増
す
こ
と
と
、遊
び
を
通

じ
て
童
心
に
返
り
、元
気
の
源
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。お
家
の

人
も
子
ど
も
達
も
高
齢
者
の
丁
寧
な
指
導
、温
か
い
眼
差
し
の

中
の
び
の
び
と
遊
ん
で
い
ま
す
。

よ
ね
ざ
わ
昆
虫
館

　専
門
員

　島
貫
清
美 

氏

　
よ
ね
ざ
わ
昆
虫
館
は
米
沢
市
教
育
委
員
会

が
持
つ
約
10
万
点
の
昆
虫
標
本
「
山
谷
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」を
収
蔵
し
、管
理
・
保
管
・
展
示

を
行
っ
て
い
る
東
北
唯
一
の
公
設
の
昆
虫
館

で
、毎
年
約
２
万
人
の
利
用
者
が
あ
り
ま
す
。

「
ホ
タ
ル
の
里
」で
名
高
い
小
野
川
温
泉
を
有

す
る
米
沢
市
三
沢
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
併
設
し
て
お
り
ま
す
。昆
虫
と
の

ふ
れ
あ
い
を
通
じ
、
人
と
自
然
の
か
か
わ
り

や
生
命
の
営
み
の
大
切
さ
を
学
ぶ
機
会
を
提

供
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。利
用
者

の
問
い
合
わ
せ
に
応
じ
、種
の
同
定
や
調
査
、

研
究
の
指
導
を
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
開
発
と
制
作
・
販
売

も
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
自
身
を
大
き
く
変
え
た

学
び
と
は
？

  Q 地
域
の
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
方
に
光
を
あ
て
、
そ
の
活
躍
を
支
え
る

〝
学
び
〞
の
あ
り
方
を
探
り
ま
す
。今
回
は
、
も
と
も
と
得
意
な
ス
キ
ル

を
生
か
し
、
さ
ら
に
知
識
を
深
め
、
自
由
な
ア
イ
デ
ィ
ア
で
昆
虫
の
魅
力

を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
る
島
貫
清
美
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。

　
利
用
者
と
し
て
子
ど
も
た
ち
と
参
加
し
た

印
象
に
残
っ
て
い
る

出
来
事
は
？

  Q
　
普
及
活
動
の
観
察
会
や
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

で
指
導
し
た
子
ど
も
た
ち
が
夏
休
み
の
自
由

研
究
の
取
り
組
み
を
報
告
に
来
て
く
れ
る
こ

と
、
親
子
で
昆
虫
採
集
や
飼
育
に
取
り
組
む

き
っ
か
け
と
な
っ
た
な
ど
の
報
告
を
受
け
る

こ
と
が
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。「
野
外

に
出
て
活
動
す
る
楽
し
さ
を
伝
え
る
」
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
が
叶
っ
て

い
る
と
感
じ
ら
れ
る
幸
せ
な
瞬
間
で
す
。ま

た
、
プ
ロ
・
ア
マ
問
わ
ず
様
々
な
分
野
の
専

門
家
の
方
々
と
つ
な
が
り
を
持
て
た
こ
と
が

大
き
な
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
を
伝
え
て

い
き
た
い
で
す
か
？

  Q
　
今
あ
る
環
境
は
不
変
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

近
い
将
来
な
く
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高

く
、
次
代
を
担
う
世
代
に
残
し
継
続
す
る
た

め
の
意
識
付
け
が
必
要
と
考
え
ま
す
。そ
の

た
め
に
は
「
野
外
に
出
て
活
動
す
る
こ
と
の

楽
し
さ
」は
も
ち
ろ
ん
、「
昆
虫
を
き
っ
か
け

と
し
て
多
方
面
へ
の
興
味
を
広
げ
る
」「
知
る

こ
と
か
ら
始
ま
る
可
能
性
」
を
伝
え
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。例
え
ば
昆
虫
の
生
息
と
環

境
問
題
、人
と
の
関
わ
り
、生
物
多
様
性
、芸

術
、産
業
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
な
ど
昆
虫
を

知
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
、「
広
い
視
野
を
持
つ
こ
と
が
必
要
」

　外国・国産合わせて200種約3000頭の昆虫標本を常設
展示。昆虫生態の映像コーナーや生体の展示もあり、生き
ている姿を見ることができます。調べ学習への活用や親子
で楽しめる体験コーナーも充実しています。
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観
察
会
で
、
た
く
さ
ん
の
感
動
や
不
思
議
を

体
験
し
て
自
然
の
面
白
さ
に
気
づ
き
、
学
ぶ

楽
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。興
味
を
持
つ
と
不

思
議
な
も
の
で
今
ま
で
視
界
に
は
入
っ
て
い

て
も
意
識
し
な
か
っ
た
も
の
が
、
次
々
と
意

識
に
飛
び
込
ん
で
き
て
驚
き
と
感
動
・
情
報

を
得
て「
知
る
＋
楽
し
い
＝
学
ぶ
」に
変
化
し

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。そ
の
後
、農
地
整
備
の

環
境
調
査
で
様
々
な
種
の
昆
虫
・
植
物
・
魚

類
に
触
れ
、

専
門
家
の
指

導
を
仰
ぎ
な

が
ら
、
昆
虫

だ
け
で
な
く

環
境
全
体
を

学
ん
だ
こ
と

が
、
現
在
の

私
に
つ
な
が

っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

よ
ね
ざ
わ
昆
虫
館
っ
て
ど
ん
な

と
こ
ろ
？

  Q

よねざわ昆虫館

工作が得意な島貫さんが折り
紙で作った昆虫と花のリース

人気の昆虫学校　写真右が島貫さん

や

と
伝
え
る
事
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
夢
は
学
校
や
自
治
体
、企
業
、研
究

機
関
な
ど
と
連
携
し
て
環
境
に
つ
い
て
考
え

る
活
動
を
す
る
こ
と
で
す
。多
く
の
皆
さ
ん

に
親
し
ま
れ
る
昆
虫
館
と
し
て
楽
し
み
な
が

ら
環
境
に
つ
い
て
学
べ
る
機
会
を
提
供
で
き

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

や
ま  

や



知らない昔遊びを教えて
もらい、とても楽しかった
です。この楽しさを

他の人にも知ってもらいたい
です。昔遊びは頭も

使っていて、昔の人たちは
すごいと感激しました。

『
春
を
掘
り
出
せ
地
面
出
し
競
争 W
orld Cup in 

肘
折
』
『
夜
の
図
書
館
』

   

内
容

　
地
面
出
し
競
争
は
、旧
肘
折
小
中
学
校
の
雪
上
運
動
会
で

28
年
間
継
承
さ
れ
て
き
た
競
技
の一つ
。閉
校
後
も
無
く
し
た

く
な
い
と
い
う
地
元
青
年
団
の
想
い
か
ら
冬
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。ル
ー
ル
は
４ｍ
の
フ
ィ
ー
ル
ド

内
に
４
人
ま
で
の
選
手
が
入
っ
て
い
か
に
早
く
雪
を
掘
り
、地

面
を
出
せ
る
か
を
競
い
ま
す
。単
純
で
す
が
、や
って
み
る
と
奥

が
深
い
競
技
で
す
。他
に
も
前
夜
祭
や
ソ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
、わ

く
わ
く
す
る
よ
う
な
こ
と
が
盛
り
沢
山
で
す
。年
々
参
加
チ
ー

ム
も
増
え
て
い
ま
す
。

   
こ
こ
が
大
変

　
県
外
か
ら
の
参
加
者
も
お
り
、不
慣
れ
な
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
等

の
用
具
を
使
用
し
、豪
雪
地
肘
折
の
雪
を
制
限
時
間
内
で
掘

り
出
せ
る
か
心
配
で
し
た
が
、こ
れ
ま
で
全
チ
ー
ム
が
ひ
と
足

早
い
肘
折
の
春
を
出
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

   

こ
こ
が
う
ま
く
い
っ
た

　
掘
り
方
の
レ
ク
チ
ャ
ー
や
地
元
の
方
と
交
流
で
き
る
前
夜
祭

を
開
催
し
た
こ
と
で
、旅
館
へ
宿
泊
の
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
加
し
、

地
域
振
興
に
つ
な
が
って
い
ま
す
。

   

内
容

　「
図
書
館
で
何
か
面
白
い
こ
と
を
や
り
た
い
」と
い
う
利
用

者
の
声
を
受
け
、昨
年
９
月
か
ら
開
始
。閉
館
後
に
本
を
活
用

し
た
講
座
プ
ラ
ス
普
段
は
ご
法
度
の
飲
食
、お
し
ゃべ
り
、楽
器

演
奏
な
ど
発
表
し
た
い
方
の
自
由
な
ス
タ
イ
ル
で
開
催
し
て
い

ま
す
。１
回
目
は
大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会
と
し
て「
愛
染
か

つ
ら
」の
紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
、２
回
目
は
山
田

風
太
郎
著『
人
間
臨
終
図
巻
』よ
り「
あ
ん
な
生
き
方
こ
ん
な

死
に
方
」と
題
し
て
大
人
の
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
を
開
催
し
、ハ
モ
ニ

カ
演
奏
も
あ
り
、濃
く
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
に
な
り
ま
し
た
。今

後
も
奇
数
月
の
開
催
で
す
が
、冬
期
間
は
土
曜
の
午
後
に
昼

バ
ー
ジ
ョン
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

   

こ
こ
が
大
変

　
こ
れ
ま
で
図
書
館
の
利
用
が
無
かっ
た
人
に
も
来
て
い
た
だ
く

機
会
に
な
れ
ば
と
始
め
ま
し
た
の
で
、広
く
知
って
い
た
だ
く
た
め

の
広
報
の
仕
方
や
口
コ
ミ
も
重
要
な
運
営
の一つ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

   

こ
こ
が
う
ま
く
い
っ
た

　
講
座
時
間
の
使
い
方
を
全
て
演
る
方
に
お
任
せ
す
る
た
め
、

そ
の
方
の
人
と
な
り
も
見
え
て
面
白
さ
が
増
し
ま
す
。次
回
講

座
の
出
演
希
望
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

男性のブックトークが
良かった。このような機会が
なければ手に取らなかった
本に出会わせてくださった

ことに感謝!!

慣れていないので掘るのは
大変でしたが、大人に
なってからこんなに夢中に
なって勝負することは

なかったのでとても楽しかった
です。今度はシード権
目指してチャレンジします。

『
いっ
し
ょ
に
あ
そ
ぶ
べ
！
じ
い
ち
ゃ
ん
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
』

   

内
容

 

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
は
変
化
し
、遊
ぶ
時
間・空
間・仲

間
が
喪
失
し
て
い
ま
す
。忙
し
く
過
ご
す
子
ど
も
達
の
心
は
渇

い
て
い
る
の
で
す
。自
分
の
ペ
ー
ス
で
豊
か
な
子
ど
も
時
代
を
過

ご
し
た
子
は
、心
が
満
た
さ
れ
て
い
き
ま
す
。あ
そ
び
あ
ラ
ン
ド

は
、子
ど
も
が
自
由
に
好
き
な
遊
び
に
取
り
組
め
る
環
境
づ
く

り
の一環
と
し
て
、昔
遊
び
を
通
し
た
世
代
間
交
流
活
動
を
年

３
回
、実
施
し
て
い
ま
す
。〝
遊
び
場
づ
く
り
は
地
域
づ
く
り
〞を

モ
ッ
ト
ー
に
、地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
再
生
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

   

こ
こ
が
大
変

　
高
齢
者
が
も
つ
技
能
を
習
得
す
る
為
に
何
度
か
活
動
し
て
い

ま
す
が
、な
か
な
か
習
得
で
き
な
い
遊
び
が
多
い
の
で
、今
後
も

農
繁
期
を
避
け
、世
代
間
交
流
の
機
会
を
つ
く
って
い
き
ま
す
。

   

こ
こ
が
う
ま
く
い
っ
た

　
高
齢
者
が
、本
気
で
釘
刺
し
や
ベ
ー
ゴ
マ
、ゴ
ム
跳
び
や
竹
遊

び
を
す
る
こ
と
で
、遊
び
の
面
白
み
が
増
す
こ
と
と
、遊
び
を
通

じ
て
童
心
に
返
り
、元
気
の
源
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。お
家
の

人
も
子
ど
も
達
も
高
齢
者
の
丁
寧
な
指
導
、温
か
い
眼
差
し
の

中
の
び
の
び
と
遊
ん
で
い
ま
す
。

よ
ね
ざ
わ
昆
虫
館

　専
門
員

　島
貫
清
美 

氏

　
よ
ね
ざ
わ
昆
虫
館
は
米
沢
市
教
育
委
員
会

が
持
つ
約
10
万
点
の
昆
虫
標
本
「
山
谷
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」を
収
蔵
し
、管
理
・
保
管
・
展
示

を
行
っ
て
い
る
東
北
唯
一
の
公
設
の
昆
虫
館

で
、毎
年
約
２
万
人
の
利
用
者
が
あ
り
ま
す
。

「
ホ
タ
ル
の
里
」で
名
高
い
小
野
川
温
泉
を
有

す
る
米
沢
市
三
沢
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
併
設
し
て
お
り
ま
す
。昆
虫
と
の

ふ
れ
あ
い
を
通
じ
、
人
と
自
然
の
か
か
わ
り

や
生
命
の
営
み
の
大
切
さ
を
学
ぶ
機
会
を
提

供
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。利
用
者

の
問
い
合
わ
せ
に
応
じ
、種
の
同
定
や
調
査
、

研
究
の
指
導
を
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
開
発
と
制
作
・
販
売

も
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
自
身
を
大
き
く
変
え
た

学
び
と
は
？

  Q 地
域
の
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
方
に
光
を
あ
て
、
そ
の
活
躍
を
支
え
る

〝
学
び
〞
の
あ
り
方
を
探
り
ま
す
。今
回
は
、
も
と
も
と
得
意
な
ス
キ
ル

を
生
か
し
、
さ
ら
に
知
識
を
深
め
、
自
由
な
ア
イ
デ
ィ
ア
で
昆
虫
の
魅
力

を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
る
島
貫
清
美
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。

　
利
用
者
と
し
て
子
ど
も
た
ち
と
参
加
し
た

印
象
に
残
っ
て
い
る

出
来
事
は
？

  Q
　
普
及
活
動
の
観
察
会
や
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

で
指
導
し
た
子
ど
も
た
ち
が
夏
休
み
の
自
由

研
究
の
取
り
組
み
を
報
告
に
来
て
く
れ
る
こ

と
、
親
子
で
昆
虫
採
集
や
飼
育
に
取
り
組
む

き
っ
か
け
と
な
っ
た
な
ど
の
報
告
を
受
け
る

こ
と
が
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。「
野
外

に
出
て
活
動
す
る
楽
し
さ
を
伝
え
る
」
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
が
叶
っ
て

い
る
と
感
じ
ら
れ
る
幸
せ
な
瞬
間
で
す
。ま

た
、
プ
ロ
・
ア
マ
問
わ
ず
様
々
な
分
野
の
専

門
家
の
方
々
と
つ
な
が
り
を
持
て
た
こ
と
が

大
き
な
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
を
伝
え
て

い
き
た
い
で
す
か
？

  Q
　
今
あ
る
環
境
は
不
変
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

近
い
将
来
な
く
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高

く
、
次
代
を
担
う
世
代
に
残
し
継
続
す
る
た

め
の
意
識
付
け
が
必
要
と
考
え
ま
す
。そ
の

た
め
に
は
「
野
外
に
出
て
活
動
す
る
こ
と
の

楽
し
さ
」は
も
ち
ろ
ん
、「
昆
虫
を
き
っ
か
け

と
し
て
多
方
面
へ
の
興
味
を
広
げ
る
」「
知
る

こ
と
か
ら
始
ま
る
可
能
性
」
を
伝
え
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。例
え
ば
昆
虫
の
生
息
と
環

境
問
題
、人
と
の
関
わ
り
、生
物
多
様
性
、芸

術
、産
業
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
な
ど
昆
虫
を

知
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
、「
広
い
視
野
を
持
つ
こ
と
が
必
要
」

　外国・国産合わせて200種約3000頭の昆虫標本を常設
展示。昆虫生態の映像コーナーや生体の展示もあり、生き
ている姿を見ることができます。調べ学習への活用や親子
で楽しめる体験コーナーも充実しています。
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観
察
会
で
、
た
く
さ
ん
の
感
動
や
不
思
議
を

体
験
し
て
自
然
の
面
白
さ
に
気
づ
き
、
学
ぶ

楽
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。興
味
を
持
つ
と
不

思
議
な
も
の
で
今
ま
で
視
界
に
は
入
っ
て
い

て
も
意
識
し
な
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っ
た
も
の
が
、
次
々
と
意

識
に
飛
び
込
ん
で
き
て
驚
き
と
感
動
・
情
報

を
得
て「
知
る
＋
楽
し
い
＝
学
ぶ
」に
変
化
し

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。そ
の
後
、農
地
整
備
の

環
境
調
査
で
様
々
な
種
の
昆
虫
・
植
物
・
魚

類
に
触
れ
、

専
門
家
の
指

導
を
仰
ぎ
な

が
ら
、
昆
虫

だ
け
で
な
く

環
境
全
体
を

学
ん
だ
こ
と

が
、
現
在
の

私
に
つ
な
が

っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

よ
ね
ざ
わ
昆
虫
館
っ
て
ど
ん
な

と
こ
ろ
？

  Q

よねざわ昆虫館

工作が得意な島貫さんが折り
紙で作った昆虫と花のリース

人気の昆虫学校　写真右が島貫さん

や

と
伝
え
る
事
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
夢
は
学
校
や
自
治
体
、企
業
、研
究

機
関
な
ど
と
連
携
し
て
環
境
に
つ
い
て
考
え

る
活
動
を
す
る
こ
と
で
す
。多
く
の
皆
さ
ん

に
親
し
ま
れ
る
昆
虫
館
と
し
て
楽
し
み
な
が

ら
環
境
に
つ
い
て
学
べ
る
機
会
を
提
供
で
き

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

や
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遊学館ブックス最新刊発売！

平成29年２月発行

/y /

　遊学館ブックスの最新刊PRでラジオ局に
伺ったとき、当たり前ですがラジオでは見えな
いのでリスナーに伝わるよう具体的に話すこと
を教わりました。普段使っている言葉や会話を
見直して、人に伝える意識を持ちたいですね。
今年度も広報紙を読んでいただきありがとうご
ざいました。ひとつでも読者の方の心に残る記
事に出会っていただければ幸いです。（Ｙ）

時をつむぐ若者たち
～ともに創る山形の未来～

　平成27年度「山形学」フォーラム・講座の記録
集。過去の山形の若者の歴史的活動を振り返る
とともに、現在県内外で活躍している若者たち
から熱いメッセージを贈ります。「常識を疑って
みる」「多様性を認め合う」など、若者とともに山
形の未来を創るためのヒントやさまざまな価値
観にふれられる一冊です。

お買い求めは
八文字屋・戸田書店（山形店・
三川店）・宮脇書店（天童店・
清水屋店）・山形大学生活協同
組合・おいしい山形プラザ（東
京都）・Amazon
または山形県生涯学習セン
ター（遊学館３階）、文翔館、洗
心庵まで

抹茶のもてなし
写真コンテスト入賞作品展示期間中に行います。作
品を鑑賞しながら、抹茶を楽しんでいただけます。
とき：３月26日（日）  場所：洗心庵多目的ホール
菓子代：200円　先着35名様

洗心庵写真コンテスト入賞作品展示
表彰式にあわせて作品を展示します。たくさんの応募作品の中から今年度の入
賞作品19作品（一般の部13点、高校生の部６点）が決定しました。どの作品も洗心
庵の美しい瞬間を切り取った秀作ばかりです。是非この機会にご覧ください。

とき：平成29年３月18日（土）～４月４日（火）　場所：洗心庵　多目的ホール
　　　※３月19日、20日、27日、４月３日は休館日
時間：９時から17時まで
　　　※３月18日は表彰式のため13時から、４月４日は15時まで
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▲

ホームページやパンフレットで紹介されていない
遊学館内の美術品をご紹介します。

庄内の人（遊学館３階）美術工芸品紹介③

菊地友一（1912-1993）
大江町左沢生まれ。
絵のモデルは昭和初期のはんこ
たんなを被った農婦で、一人を違
う格好で描いた作品。丸い月のよ
うなものは作者の絵の特徴で、４
枚の屏風状になっています。

き  くちとも いち

（  月末）
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さんかわらぶ
建物は明治34年建築の旧山形師範学校本館
で、明治後期ルネッサンス様式の木造桟瓦葺き
二階建てである。昭和48年に国の重要文化財
に指定され、昭和55年に教育資料館として開
館した。江戸時代から現代に至るまで、山形県
の教育に関するあゆみを知ることができる展
示となっている。山形師範学校は、明治新政府
が県立師範学校の設置を奨励したため、明治
１１年に初代県令三島通庸が創設したもの。明
治大正昭和にわたり多くの教育者を育成した。
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